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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 
  

  

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。 

２  売上高には、消費税等は含まれていません。 

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

  

回次 
第52期 

第３四半期 
連結累計期間 

第53期 
第３四半期 
連結累計期間 

第52期 

会計期間 
自  平成25年７月１日 
至  平成26年３月31日 

自  平成26年７月１日
至  平成27年３月31日

自  平成25年７月１日 
至  平成26年６月30日 

売上高 (千円) 2,942,891 2,305,227 6,144,477 

経常利益又は経常損失
(△) 

(千円) △81,738 △337,869 405,200 

当期純利益又は四半期
純損失(△) 

(千円) △90,149 △262,559 139,854 

四半期包括利益又は 
包括利益 

(千円) △94,825 △261,122 160,295 

純資産額 (千円) 2,896,231 2,744,973 3,196,425 

総資産額 (千円) 6,853,434 6,396,190 4,456,818 

１株当たり当期純利益
金額又は１株当たり四
半期純損失金額(△) 

(円) △21.26 △62.23 32.99 

潜在株式調整後１株当
たり四半期（当期）純
利益金額 

(円) － － － 

自己資本比率 (％) 41.8 42.9 70.5 
 

回次 
第52期 

第３四半期 
連結会計期間 

第53期 
第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自  平成26年１月１日 
至  平成26年３月31日 

自  平成27年１月１日
至  平成27年３月31日

１株当たり四半期純利
益金額 

(円) 50.02 6.44 
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２ 【事業の内容】 

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第３四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものです。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減解消に遅れ

もみられましたが、政府・日本銀行の経済対策及び金融政策を受けて、企業収益や雇用情勢に改善が見られ、景気

は緩やかな改善基調が続きました。しかしながら、中国、東南アジア諸国の景気減速に加えて未だ安定しない南欧

経済の影響や、円安にともなう原材料費の上昇もあって、先行きは依然として不透明感が残る状況で推移していま

す。 

当社グループの属する建設コンサルタント業界においては、平成26年12月の衆議院総選挙での自公連立政権の続

投により、国土強靭化政策のもとでの首都直下地震・南海トラフ地震やゲリラ豪雨等自然災害に対する防災・減災

対策をはじめ、インフラ老朽化対策としての点検・モニタリング・診断などの分野を中心とした公共事業投資が継

続し、平成27年度予算についてもこの傾向が継続しています。 

このような状況の中で、当社グループは「第３次長期プラン」に基づき、平成26年７月１日付で、営業地域を本

社・支社・支店として再編成するとともに、地域間連携強化と生産力向上・成果品質の向上を目的に、全社横断的

に技術分野をマネジメントする事業部制を本格稼働させました。分野としては、交通・リスク・ストック・環境の

４つのマネジメント事業部です。これらによって、地域と部門のマトリックス型組織体制を構築し、機動的な生産

体制の拡充と強化を図っています。 

また、平成26年７月14日付をもって、株式会社福山リサーチ＆インキュベーションセンターは、子会社である株

式会社環境防災の株式を追加取得し、完全子会社（当社の孫会社）としました。これにより、当社グループ経営体

制の更なる強化を図るとともに、四国地方への事業展開を加速いたします。 

  なお、当社グループは、主要顧客である官公庁の会計年度末に完了・納入する業務契約が大半を占める関係上、

売上高は第４四半期に集中します。そのため、例年第３四半期までは経常損失、第４四半期で経常利益となること

が常態となっています。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は、交通計画、老朽化対策業務および建設事業マネジメント業務

等の受注増加により71億5百万円（前年同期比2.3％増）となりましたが、売上高は成果品納品が第4四半期に集中

する傾向がより強まったこともあり23億5百万円（同21.7％減）となりました。 

  一方、損益面では、売上高減少の影響を受けて、経常損失は3億37百万円（前年同期は81百万円の損失）、四半

期純損失は2億62百万円（前年同期は90百万円の損失）となりました。 
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(2) 財政状態の分析 

(総資産) 

総資産は前連結会計年度末に比べて19億39百万円増加し、63億96百万円となりました。主な要因は、未成業務支

出金の増加16億82百万円、完成工事未収入金の増加5億83百万円、現金及び預金の減少4億53百万円です。 

  

(負  債) 

負債は前連結会計年度末に比べて23億90百万円増加し、36億51百万円となりました。主な要因は、短期借入金

の増加19億20百万円、業務未払金の増加3億52百万円、未成業務受入金の増加3億46百万円、賞与引当金の増加1億

84百万円、未払法人税等の減少1億30百万円です。 

  

(純資産) 

純資産は前連結会計年度末に比べて4億51百万円減少し、27億44百万円となりました。主な要因は、利益剰余金

の減少3億38百万円、自己株式の増加58百万円です。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更およ

び新たに生じた課題はありません。 

  

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は36百万円です。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

  

② 【発行済株式】 

  

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 10,000,000 

計 10,000,000 
 

種類 
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成27年３月31日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成27年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 4,259,200 4,259,200 
東京証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
(スタンダード) 

単元株式数は100株です。 

計 4,259,200 4,259,200 ― ― 
 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

平成27年３月31日 ― 4,259,200 ― 589,125 ― 543,708 
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(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成26年12月31日の株主名簿により記載しています。 

① 【発行済株式】 

(注) １  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、2,200株(議決権の数22 個)含まれ

ています。 

２  「単元未満株式」には当社保有の自己株式が51株含まれています。 

  

② 【自己株式等】 

  

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 

  

 

      (平成26年12月31日現在) 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式           

19,800 
― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式           

4,237,200 
42,372 ― 

単元未満株式 
普通株式           

2,200 
― ― 

発行済株式総数 4,259,200 ― ― 

総株主の議決権 ― 42,372 ― 
 

        (平成26年12月31日現在) 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
株式会社福山 
コンサルタント 

福岡市博多区博多駅東 
三丁目6番18号 

19,800 ― 19,800 0.46 

計 ― 19,800 ― 19,800 0.46 
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第４ 【経理の状況】 

  

１  四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。 

  

２  監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年７月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年６月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,243,342 789,798 

    受取手形・完成工事未収入金 336,005 919,340 

    未成業務支出金 475,543 2,157,704 

    その他 77,710 230,077 

    貸倒引当金 △15 △3 

    流動資産合計 2,132,586 4,096,917 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物（純額） 562,005 542,139 

      土地 1,022,511 1,022,511 

      その他（純額） 153,373 148,317 

      有形固定資産合計 1,737,889 1,712,968 

    無形固定資産     

      のれん 83,018 75,916 

      その他 37,756 35,119 

      無形固定資産合計 120,775 111,036 

    投資その他の資産     

      その他 470,067 479,768 

      貸倒引当金 △4,500 △4,500 

      投資その他の資産合計 465,567 475,268 

    固定資産合計 2,324,232 2,299,272 

  資産合計 4,456,818 6,396,190 

負債の部     

  流動負債     

    業務未払金 103,812 456,092 

    短期借入金 - 1,920,000 

    未払法人税等 166,184 35,789 

    未成業務受入金 208,291 554,794 

    賞与引当金 - 184,924 

    受注損失引当金 17,800 36,510 

    成果品補償損失引当金 65,641 65,641 

    その他 481,867 198,461 

    流動負債合計 1,043,597 3,452,214 

  固定負債     

    退職給付に係る負債 66,148 61,762 

    役員退職慰労引当金 101,913 - 

    その他 48,733 137,240 

    固定負債合計 216,795 199,002 

  負債合計 1,260,393 3,651,217 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 589,125 589,125 

    資本剰余金 543,708 543,708 

    利益剰余金 1,966,992 1,628,302 

    自己株式 △6,095 △64,945 

    株主資本合計 3,093,730 2,696,190 
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  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 2,273 16,098 

    退職給付に係る調整累計額 45,072 32,685 

    その他の包括利益累計額合計 47,345 48,783 

  少数株主持分 55,349 - 

  純資産合計 3,196,425 2,744,973 

負債純資産合計 4,456,818 6,396,190 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 2,942,891 2,305,227 

売上原価 2,153,616 1,776,204 

売上総利益 789,274 529,023 

販売費及び一般管理費 871,497 865,334 

営業損失（△） △82,222 △336,310 

営業外収益     

  受取利息 888 164 

  保険返戻金 - 2,400 

  その他 6,232 4,137 

  営業外収益合計 7,120 6,703 

営業外費用     

  支払利息 6,164 5,950 

  その他 471 2,311 

  営業外費用合計 6,636 8,261 

経常損失（△） △81,738 △337,869 

特別損失     

  固定資産除売却損 812 - 

  特別損失合計 812 - 

税金等調整前四半期純損失（△） △82,551 △337,869 

法人税、住民税及び事業税 78,933 44,084 

法人税等調整額 △66,693 △119,394 

法人税等合計 12,239 △75,310 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △94,790 △262,559 

少数株主損失（△） △4,641 - 

四半期純損失（△） △90,149 △262,559 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △94,790 △262,559 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △34 13,824 

  退職給付に係る調整額 - △12,387 

  その他の包括利益合計 △34 1,437 

四半期包括利益 △94,825 △261,122 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △90,184 △261,122 

  少数株主に係る四半期包括利益 △4,641 - 
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【注記事項】 

（会計方針の変更） 

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に揚げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を残存勤務期間に基づく方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重

平均割引率を使用する方法へ変更しました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ています。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が25,974千円減少し、利益剰余金が16,779千

円減少しています。なお、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与え

る影響は軽微です。 

  
(四半期連結損益計算書関係) 

前第３四半期連結累計期間(自  平成25年７月１日  至  平成26年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平

成26年７月１日  至  平成27年３月31日) 

当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第４四半期連結会計期間に完成する業務の割合が大きいた

め、第３四半期連結会計期間までの各四半期連結会計期間の売上高と第４四半期連結会計期間との売上高に著しい

相違があり、業績に季節的変動があります。 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりです。 

  

  

(株主資本等関係) 

前第３四半期連結累計期間(自  平成25年７月１日  至  平成26年３月31日) 

(1) 配当金支払額 

  

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成26年７月１日  至  平成27年３月31日) 

(1) 配当金支払額 

  
前第３四半期連結累計期間 
(自  平成25年７月１日 
至  平成26年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成26年７月１日 
至  平成27年３月31日) 

減価償却費 80,536千円 74,916千円 

のれん償却額 11,859千円 12,652千円 
 

決  議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年９月26日
定時株主総会 

普通株式 50,874 12.0 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金 
 

決  議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年９月26日
定時株主総会 

普通株式 59,350 14.0 平成26年６月30日 平成26年９月29日 利益剰余金 
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(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

当社グループは、建設コンサルタント事業における６つの事業分野(交通系・地域系・環境マネジメント系・リスク

マネジメント系・ストックマネジメント系・建設事業マネジメント系)を営む単一事業の企業集団であることから、記

載を省略しています。 

  

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎 

  

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

  

２ 【その他】 

該当事項はありません。 

  

項目 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年７月１日 
至  平成26年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年７月１日 
至  平成27年３月31日) 

１株当たり四半期純損失金額(△)(円) △21.26 △62.23 

 (算定上の基礎)     

四半期純損失金額(△)(千円) △90,149 △262,559 

普通株主に帰属しない金額(千円) － － 

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △90,149 △262,559 

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,239 4,218 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成２７年５月14日

株式会社福山コンサルタント 

取締役会  御中 

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社福山コ

ンサルタントの平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年１月１

日から平成27年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年７月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社福山コンサルタント及び連結子会社の平成27年３月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以  上 

  

  

有限責任監査法人 トーマツ 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士    工    藤    重    之    印 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士    野    澤        啓     印 
 

  

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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